
９
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

９
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

〜
令
和
元
年
度

　
　
　

歳
入
歳
出
決
算
を
認
定
〜

〜
令
和
元
年
度

　
　
　

歳
入
歳
出
決
算
を
認
定
〜

　

令
和
２
年
９
月
11

日
か
ら
10

月
９

日
ま
で
の
29

日
間
に
わ
た
っ
て
、
９
月
定

例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

定
例
会
で
は
、
令
和
元
年
度
各
種
会

計
決
算
を
審
議
し
ま
し
た
。
ま
た
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
追
加

対
策
と
し
て
、
モ
バ
イ
ル
決
済
サ
ー
ビ
ス

を
活
用
し
た
消
費
拡
大
促
進
事
業
の

実
施
に
要
す
る
経
費
な
ど
の
増
額
を
計

上
す
る
と
と
も
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
を
踏
ま
え
て
実
施
し

た
事
業
見
直
し
に
伴
う
減
額
を
計
上

し
た
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
な
ど
の
議
案
を
審
議
し
ま
し
た
。

　

９
月
23

、
24

、
25

日
に
は
、
12

名
の
議

員
が
総
括
質
問
を
行
い
ま
し
た
（
２
〜

３
面
掲
載
）
。

　

10

月
９
日
の
最
終
日
に
は
９
月
29

日

か
ら
10

月
２
日
ま
で
開
催
し
た
各
常
任

委
員
会
の
審
査
結
果
が
報
告
さ
れ
（
４

面
掲
載
）
、
表
決
の
結
果
、
す
べ
て
の
市

長
提
出
議
案
を
全
会
一
致
ま
た
は
賛

成
多
数
で
可
決
、
認
定
し
ま
し
た
（
５

面
掲
載
）
。
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小
学
生
が
議
会
体
験
！

子
ど
も
模
擬
議
会
開
催

▶
発
言
す
る
時
は
、
挙
手
を
し
て

議
長
に
許
可
を
求
め
ま
す
。

▶議
場
の
歴
史
や

設
備
に
つ
い
て
も
学
び
ま
し
た
。

◀

●9月定例会号の「市議会だより」は、新しい生活様式を推奨するため、配布者の負担を軽減するよう「広報しずおか」と合同で発行しています。●9月定例会号の「市議会だより」は、新しい生活様式を推奨するため、配布者の負担を軽減するよう「広報しずおか」と合同で発行しています。

▶
議
員
役
児
童
か
ら
の
質
問
に
対
し
て
、
市

長
や
局
長
役
の
児
童
が
答
弁
し
ま
す
。

▶
議
員
役
児
童
に
よ
る

起
立
採
決
の
様
子
。

▶
演
壇
で
質
問
を
す
る

議
員
役
児
童
。

　

静
岡
市
議
会
で
は
、
市
議
会
へ
の
興
味
や
関

心
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
市
内
小
学

６
年
生
を
対
象
に
「
子
ど
も
模
擬
議
会
」
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
７
月
２２

日
に
井
宮
北
小
学
校

の
６
年
生
が
参
加
し
た
模
擬
議
会
の
様
子
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　子ども模擬議会は、学

校ごとの申込みになり

ます。参加を希望する学

校は、調査法制課まで

お問い合わせください。

調査法制課　☎221ー1481



2020.12.1（2）

静
岡
市
の

コ
コ
が
聞
き
た
い

総

括

質

問

茶
生
産
の
現
状
と
支
援
策

　

茶
業
界
で
は
、
生
産
現
場
に
お
け
る
人
手
不
足
が
問
題
と
な

っ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
今

後
お
茶
の
品
質
・
生
産
性
向
上
を
図
る
た
め
に
は
、
生
産
現
場

の
生
産
者
が
使
用
す
る
製
茶
機
械
の
老
朽
化
対
策
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
る
が
、
ど
の
よ
う
に
支
援
し
て
い
く
の
か
。

　
　
　
　

後
継
者
不
足
や
高
齢
化
な
ど
に
よ
る
人
手
不
足
に
悩

む
生
産
者
を
支
援
す
る
「
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
」
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
地
域
の
生
産
者
が
協
力
し
て
摘
採
や
防

除
な
ど
の
管
理
を
行
う
生
産
組
織
に
対
し
、
共
同
管
理
に
必
要

な
機
械
導
入
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　

次
に
製
茶
機
械
の
老
朽
化
に
対
し
て
は
、
地
域
の
茶
業
を
け

ん
引
す
る
生
産
者
が
品
質
の
高
い
「
山
の
お
茶
」
を
継
続
し
て

生
産
で
き
る
よ
う
、
２
年
度
に
「
加
工
施
設
機
械
整
備
事
業
」

を
創
設
し
、
製
茶
機
械
の
導
入
や
更
新
を
支
援
し
て
い
く
。

質
問
者
　
安
竹
　
信
男
（
創
生
静
岡
）

清
水
み
な
と
ま
ち
づ
く
り
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
実
現

　

中
核
と
な
る
大
規
模
事
業
が
遅
れ
る
中
、
切
れ
目
な
い
海
洋

文
化
都
市
づ
く
り
を
市
が
率
先
し
て
進
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
、

市
の
具
体
的
な
取
組
は
。

　
　
　

　

清
水
港
周
辺
の
民
間
事
業
者
や
大
学
関
係
者
な
ど
に

よ
る
新
た
な
動
き
を
捉
え
、
適
時
に
支
援
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
三
保
内
浜
地
区
の
地
域
活
性
化
の
動
き
に
着
目
し
、

三
保
の
玄
関
口
と
し
て
の
内
浜
の
拠
点
化
、
三
保
半
島
を
め
ぐ

る
回
遊
ル
ー
ト
づ
く
り
、
マ
リ
ン
・
ス
ポ
ー
ツ
の
ビ
ジ
ネ
ス
化
、

サ
ー
モ
ン
陸
上
養
殖
の
６
次
産
業
化
な
ど
を
支
援
し
て
い
く
。

ま
た
、
東
海
大
学
が
国
際
的
な
駿
河
湾
海
洋
研
究
拠
点
の
実
現

に
向
け
た
一
歩
を
踏
み
出
し
た
中
、
海
洋
文
化
施
設
の
オ
ン
リ

ー
ワ
ン
・
コ
ン
テ
ン
ツ
の
創
出
や
、
世
界
か
ら
海
洋
に
係
る
産

業
や
研
究
の
関
係
者
、
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
集
積
を
図
れ
る
よ
う
、
駿

河
湾
の
調
査
研
究
活
動
を
強
力
に
後
押
し
し
て
い
き
た
い
。

答 

弁

答 

弁

答 

弁

答 

弁

　
質
問
者
　
遠
藤
　
裕
孝
（
自
民
党
）

ス
ク
ー
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・
ス
タ
ッ
フ
の
全
校
配
置

　

静
岡
県
や
浜
松
市
は
ス
ク
ー
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・
ス
タ
ッ
フ
を

全
校
配
置
し
て
い
る
が
、
静
岡
市
も
市
立
小
中
学
校
1
2
4
校

全
て
に
配
置
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　

本
市
は
令
和
２
年
度
、
12

学
級
以
上
で
あ
る
こ
と
な
ど

の
条
件
に
か
な
う
学
校
38

校
に
ス
ク
ー
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・
ス
タ
ッ
フ

を
配
置
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
は
、
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
た
配
置
が
重

要
と
考
え
、
一
定
規
模
の
学
校
に
配
置
し
て
き
た
。
し
か
し
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
伴
い
、
全
て
の
学
校
で
消
毒
作
業

や
教
育
課
程
の
見
直
し
な
ど
の
業
務
が
増
加
し
て
い
る
中
、
教
員
が

子
ど
も
の
指
導
に
集
中
で
き
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
は
、
よ
り
重
要

と
な
っ
て
お
り
、
ス
ク
ー
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・
ス
タ
ッ
フ
の
配
置
の
必

要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　

特
に
コ
ロ
ナ
禍
が
続
く
中
で
は
子
ど
も
の
充
実
し
た
学
習
を
継
続

し
て
い
く
た
め
、
ス
ク
ー
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・
ス
タ
ッ
フ
の
全
校
配
置

を
目
指
し
て
い
く
。

質
問
者
　
水
野
　
敏
夫
（
志
政
会
）

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
私
立
保
育
所
等
へ
の
支
援

　

保
育
現
場
は
コ
ロ
ナ
禍
で
も
休
業
要
請
を
受
け
る
こ
と
も
求

め
る
こ
と
も
で
き
ず
、
施
設
規
模
に
よ
っ
て
は
３
密
を
避
け
る

こ
と
す
ら
難
し
い
。
子
ど
も
の
感
染
防
止
に
尽
力
し
、
現
場
の

リ
ス
ク
を
抱
え
て
頑
張
っ
て
い
る
保
育
現
場
や
保
育
士
等
に
対

し
て
、
市
は
ど
の
よ
う
な
支
援
を
行
っ
て
い
る
か
。

　
　
　
　

私
立
保
育
所
等
の
保
育
現
場
に
お
け
る
感
染
症
に
対

す
る
不
安
を
和
ら
げ
、
職
員
が
安
心
し
て
働
け
る
よ
う
、
国
か

ら
の
通
知
や
感
染
症
対
策
に
か
か
る
市
立
こ
ど
も
園
の
取
組
を

情
報
提
供
し
て
い
る
。
ま
た
、
感
染
症
対
策
を
徹
底
し
な
が
ら

保
育
を
継
続
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
マ
ス
ク
な
ど
の
衛
生

用
品
の
購
入
費
、
職
員
が
時
間
外
に
消
毒
や
清
掃
を
行
っ
た
場

合
の
超
過
勤
務
手
当
な
ど
の
人
件
費
、
職
員
個
人
が
施
設
や
日

常
生
活
で
必
要
と
す
る
ハ
ン
ド
ク
リ
ー
ム
等
の
購
入
費
な
ど
に

対
し
て
助
成
を
行
っ
て
い
る
。

　
質
問
者
　
宮
城
　
展
代
（
自
民
党
）

答 

弁

静
岡
市
L
I
N
E
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
の
現
状
と
運
用
の
効
果

　

静
岡
市
L
I
N
E
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
の
開
設
に
よ
り
市
民
が

タ
イ
ム
リ
ー
か
つ
的
確
に
情
報
を
入
手
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

そ
こ
で
登
録
者
数
な
ど
の
現
状
や
運
用
の
効
果
を
市
は
ど
う
捉

え
て
い
る
か
。

　
　
　
　

９
月
１
日
時
点
の
登
録
者
数
は
、
当
初
の
想
定
を
超

え
る
２
万
３
千
人
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
や
防
災
情
報
な

ど
、
主
に
市
民
の
安
全
･
安
心
に
繋
が
る
情
報
を
1
0
0
件
以

上
配
信
し
て
き
た
。
ま
た
、
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
簡
単
に

ア
ク
セ
ス
で
き
る
た
め
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関

す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
ア
ク
セ
ス
数
が
運
用
前
の
約
1
.

7

倍
に
増
え
た
ほ
か
、
大
雨
等
の
際
の
避
難
場
所
の
開
設
情
報
も

好
評
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
伝
え
た
い
情
報
を
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
か

つ
確
実
に
届
け
ら
れ
て
い
る
と
捉
え
て
い
る
。
今
後
も
静
岡
市

L
I
N
E
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
の
認
知
度
の
向
上
を
図
り
、
市
政

情
報
が
よ
り
多
く
の
方
に
伝
わ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

質
問
者
　
加
藤
　
博
男
（
公
明
党
）

　令和２年７月16日に静岡県とENEOS株式会社
が締結した「静岡市清水区袖師地区を中心とした
次世代型エネルギーの推進と地域づくりにかかる
基本合意書」。本合意書は県と同社が相互に連携
し、同社所有の清水製油所跡地を中心に次世代型
エネルギー供給拠点ならびにネットワークを構築
するとともに、魅力的かつ持続可能な地域づくり
に貢献することを目指すもの。

基本合意書

語 句 説 明

　後継者不足や高齢化などにより人手不足に悩む
農業者とそれをサポートしたい消費者を結ぶ事業。
令和２年８月31日現在で322人の登録がある。

加工施設機械整備事業により導入・更新した製茶
機械

援農ボランティア事業

語 句 説 明

　教員が児童生徒と一層向き合う体制を整備する
ため、臨時的に教員業務を支援するスタッフ。
　本市での職務内容は次のとおり。

①教職員、保護者等に配布する資料の作成補助、
　印刷及び配布業務
②欠席連絡等の電話対応業務
③学校預かり金等の納付勧奨業務
④学習プリントの印刷その他の授業準備業務
⑤授業終了後の教室等の後片付けに関する業務
⑥その他、教員の補助的業務として校長が必要が
　あると認める業務等

スクール・サポート・スタッフ

語 句 説 明

　LINEはＳＮＳ（ソーシ
ャルネットワーキングサ
ービス）の一種。自治体
公式アカウントなどを登
録すると発信される情報
をリアルタイムで受け取
ることもできる。静岡市
公式アカウントは令和２
年６月10日に運用を開始
した。

静岡市LINE公式
アカウント

語 句 説 明

　本市、静岡県、清水港関係企業３社、地元銀行２行
及び鉄道１社による「清水みなとまちづくり公民連携
協議会」が描いた清水港及び周辺の将来像。
　清水港及び周辺が今後20年で目指す姿として「ひ
らく・みなとまち」を掲げ、産業と市民の共存、活力
と美しさの両立に向けた10の視点や、先導的に動き
出す６地区のリーディングプロジェクトを提案している。

清水みなとまちづくりグランドデザイン

語 句 説 明

　企業等の会議（Meeting）、企業等の行う報奨・研
修旅行（インセンティブ旅行）（Incentive Travel）、
国 際 機 関 ・ 団 体 、 学 会 等 が 行 う 国 際 会 議
（Conven t i o n）、展示会・見本市、イベント
（Exhibition/Event）の頭文字を使った造語で、これ
らのビジネスイベントの総称。

ＭＩＣＥ（マイス）

答 

弁

　

静
岡
県
と
E
N
E
O
S
株
式
会
社
と
の
基
本
合
意
書
締
結
を

受
け
、
市
は
Ｊ
Ｒ
清
水
駅
周
辺
へ
の
建
設
の
可
能
性
を
含
め
た

新
ス
タ
ジ
ア
ム
整
備
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

　
　
　
　

合
意
書
締
結
の
報
道
記
事
の
中
で
同
社
社
長
が
サ
ッ

カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
整
備
の
可
能
性
に
触
れ
「
何
も
決
ま
っ
て
い

な
い
が
、
事
業
を
具
体
化
す
る
中
で
検
討
す
る
場
面
が
あ
る
と

思
う
」
と
コ
メ
ン
ト
し
た
こ
と
は
、
社
有
地
が
新
ス
タ
ジ
ア
ム

建
設
場
所
の
候
補
地
の
一
つ
と
し
て
想
定
さ
れ
る
可
能
性
が
高

ま
っ
た
も
の
と
受
け
止
め
て
い
る
。

　

今
後
は
地
権
者
で
あ
る
同
社
や
関
係
者
と
将
来
の
在
り
方
を

探
る
中
で
、
様
々
な
土
地
利
用
の
選
択
肢
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

な
可
能
性
、
課
題
が
あ
る
の
か
、
ま
た
、
次
世
代
型
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
拠
点
と
い
う
同
社
の
テ
ー
マ
と
共
存
で
き
る
将
来
像
が
描

け
る
の
か
な
ど
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

エ
ス
パ
ル
ス
新
ホ
ー
ム
ス
タ
ジ
ア
ム
構
想

　
質
問
者
　
山
梨
　
渉
（
公
明
党
）

静岡市LINE公式
アカウントはこちらから

ＩＡＩスタジアム日本平

　

令
和

２
年
9
月
23
、

24
、
25
日
の
3
日
間
で
、

12
人
の
議
員
が
総
括
質
問

を
行
い
ま
し
た
。

　

質
問
の
一
部
を
抜
粋
し

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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介
護
施
設
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
検
査

　

市
内
介
護
事
業
者
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
で
は
、

公
費
負
担
に
よ
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
等
の
実
施
を
求
め
る
施
設
は
、
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
回
答
の
あ
っ
た
15
施
設
中
９
施
設
の
60
％

あ
っ
た
。

　

今
回
事
業
拡
充
を
予
定
し
て
い
る
抗
原
検
査
等
は
、
施
設
医
師

の
判
断
で
職
員
や
入
所
者
へ
の
検
査
が
可
能
と
な
る
か
。
検
査
対

象
を
柔
軟
に
取
り
扱
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
介
護
施
設
等
で
の
検

査
の
実
施
件
数
を
大
き
く
増
や
せ
る
と
思
う
が
、
ど
う
考
え
る
か
。

　
　
　
　

現
在
、
公
費
負
担
に
よ
る
検
査
は
、
何
ら
か
の
症
状
が

あ
り
、
医
師
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
を
疑
う
場
合
な
ど

に
実
施
し
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
、
本
人
や
施
設
が
検
査
を
希
望
し
て
も
感
染
の
疑
い

が
な
い
場
合
は
公
費
負
担
の
対
象
と
な
ら
な
い
が
、
施
設
の
医
師

が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
を
疑
い
実
施
す
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

や
抗
原
検
査
に
つ
い
て
は
、
公
費
負
担
の
対
象
と
な
る
。

質
問
者
　
松
谷
　
清
（
緑
の
党
）

桜
ヶ
丘
病
院
の
移
転
先

　

国
会
の
厚
生
労
働
委
員
会
で
、
病
院
の
立
地
基
準
に
つ
い
て

厚
生
労
働
大
臣
は
、
災
害
時
に
医
療
の
拠
点
と
な
る
病
院
は
ハ

ザ
ー
ド
（
危
険
）
上
の
観
点
か
ら
、
今
後
建
て
替
え
又
は
場
所

を
変
え
る
時
は
十
分
配
慮
す
る
こ
と
は
大
事
な
視
点
と
答
弁
し

た
。
ま
た
、
桜
ヶ
丘
病
院
の
建
て
替
え
問
題
に
つ
い
て
参
考
人

の
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
理
事
長
は
、
災
害
時
に
お
い
て
も
地
域
住
民
の
生

活
を
支
え
、
地
域
住
民
の
生
活
が
機
能
す
る
よ
う
安
全
性
を
勘

案
す
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
だ
と
答
弁
し
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、

移
転
協
議
が
難
航
す
る
桜
ヶ
丘
病
院
に
つ
い
て
、
市
は
桜
が
丘

公
園
へ
の
移
転
を
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
に
提
案
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　

 

桜
が
丘
公
園
へ
の
移
転
先
変
更
は
、
都
市
計
画
の
変

更
に
係
る
各
種
手
続
き
に
相
当
の
時
間
を
要
す
る
こ
と
が
見
込

ま
れ
る
。
今
後
は
改
め
て
示
し
た
清
水
庁
舎
駐
車
場
を
移
転
候

補
地
と
し
て
、
早
期
の
開
院
を
目
指
し
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
と
協
議
を
進

め
て
い
く
。

質
問
者
　
内
田
　
隆
典
（
共
産
党
）

答 
弁

答 

弁

答 

弁

答 

弁

答 
弁

女
性
活
躍
の
推
進

　

国
は
女
性
登
用
目
標
２
０
２
０
３
０
達
成
を
先
送
り
し
た
が
、

静
岡
市
に
お
け
る
審
議
会
委
員
等
の
女
性
割
合
は
。
ま
た
、
今

後
ど
う
対
応
し
て
い
く
か
。

　
　
　
　

本
市
の
第
３
次
男
女
共
同
参
画
行
動
計
画
で
は
、
政

策
・
方
針
決
定
の
場
へ
の
女
性
の
参
画
拡
大
と
女
性
の
活
躍
の

推
進
を
重
点
目
標
に
位
置
付
け
て
お
り
、
引
き
続
き
そ
の
達
成

に
向
け
て
取
り
組
む
。

　

本
市
の
審
議
会
委
員
等
の
女
性
割
合
は
４
月
１
日
現
在
30.
4
％

で
、
４
年
度
の
数
値
目
標
40

％
を
目
指
し
、
全
庁
に
対
し
て
女

性
委
員
の
積
極
的
な
登
用
を
要
請
し
て
お
り
、
女
性
の
人
材
リ

ス
ト
の
整
備
、
情
報
提
供
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　

今
後
も
、
審
議
会
委
員
を
は
じ
め
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野

に
お
け
る
政
策
・
方
針
決
定
の
場
へ
の
女
性
の
参
画
を
促
進
し
、

誰
も
が
活
躍
で
き
る
多
様
性
に
富
ん
だ
活
力
あ
る
ま
ち
を
目
指

し
て
い
く
。

質
問
者
　
佐
藤
　
成
子
（
志
政
会
）

期
日
前
投
票
所
の
増
設

　

今
後
、
各
種
選
挙
が
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、
投
票
率
が
低
下

傾
向
に
あ
る
中
で
、
投
票
率
向
上
に
向
け
、
身
近
な
場
所
で
投

票
で
き
る
よ
う
投
票
環
境
を
考
え
直
す
時
期
で
は
な
い
か
。
特

に
一
定
の
効
果
が
出
て
い
る
期
日
前
投
票
所
の
増
設
な
ど
に
取

り
組
む
べ
き
と
考
え
る
が
、
設
置
及
び
拡
充
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
対
応
す
る
か
。

　
　
　
　

選
挙
人
の
投
票
機
会
の
確
保
の
た
め
、
一
部
の
期
日

前
投
票
所
の
開
設
期
間
及
び
時
間
の
延
長
を
実
施
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　

期
日
前
投
票
所
の
設
置
に
は
、
専
用
回
線
を
用
い
た
期
日
前

投
票
シ
ス
テ
ム
を
設
置
で
き
る
こ
と
や
投
票
の
秘
密
を
確
保
で

き
る
こ
と
な
ど
の
条
件
を
満
た
す
施
設
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
増
設
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
れ
ら
の
条
件
と
全
市
的
な
投
票

所
の
配
置
状
況
及
び
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
た
上
で
、
早
急
に

検
討
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問
者
　
寺
澤
　
潤
（
自
民
党
）

文
化
・
芸
術
活
動
推
進
の
意
義
と
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
支
援

　

施
設
使
用
料
の
助
成
対
象
施
設
を
小
規
模
の
会
場
ま
で
拡
充

す
る
な
ど
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
集
客
数
の
制
限
な
ど
で
苦
境
に
あ

る
文
化
芸
術
活
動
へ
の
支
援
は
必
要
と
考
え
る
。

　

自
治
体
が
文
化
芸
術
活
動
を
推
進
す
る
意
義
を
ど
う
考
え
る

か
。
ま
た
支
援
の
現
状
と
今
後
の
対
策
は
。

　
　
　
　

市
が
文
化
芸
術
活
動
を
推
進
す
る
意
義
は
、
施
策
を

と
お
し
て
、
文
化
の
力
に
よ
る
生
活
の
質
の
向
上
や
、
ま
ち
に

賑
わ
い
を
生
み
出
し
活
力
あ
る
文
化
都
市
と
し
て
求
心
力
の
高

い
ま
ち
の
実
現
に
資
す
る
こ
と
に
あ
る
と
考
え
る
。
コ
ロ
ナ
禍

に
あ
る
か
ら
こ
そ
文
化
芸
術
の
役
割
は
重
要
で
、
活
動
を
継
続

す
る
支
援
が
必
要
と
考
え
、
①
い
ち
早
い
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア

ー
ツ
発
信
事
業
で
の
動
画
作
品
の
配
信
、
②
活
動
に
利
用
す
る

大
規
模
施
設
の
使
用
料
助
成
、
③
文
化
イ
ベ
ン
ト
開
催
経
費
の

助
成
要
件
緩
和
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
も
段
階
的
な
支
援
策
を

検
討
す
る
。

質
問
者
　
杉
本
　
護
（
共
産
党
）

　旧耐震基準は昭和56年５月31日以前の耐震基準。

昭和56年６月１日施行の新耐震基準は旧耐震の基準

が強化され、震度６強から７に達する程度の大規模

地震動に対して倒壊・崩壊しないことの検証を行う

規定が加わった。

旧耐震基準・新耐震基準

　部材を構成する各材料が地震力などを受けた場合の、

安全性の確保を目的に定められた材料の限界の応力度

（単位面積当たりの材料の強さ（抵抗力））のこと。

地震力などで各部材の断面に生じる応力度が材料に設

定された許容応力度を超えない確認をする。

許容応力度

語 句 説 明

　投票日当日に仕事や用事などで投票できない方が、

選挙期日前に投票できるように設置する投票所。

期日前投票所

語 句 説 明

　令和２年６月に開始した事業で、市民もアーティス

トも生活が制限されるなか、“誰もがわくわく、ドキ

ドキに出会える”という「まちは劇場」の活動で市民

にエールを届けるため、市内在住のプロのアーティス

トからパフォーミングアーツの動画作品を公募し、配

信する事業。動画作品を制作したプロのアーティスト

等に対し、奨励金を支払うことで活動を支援する。

パフォーミングアーツ発信事業

語 句 説 明

　ウイルスの遺伝子を増やしてウイルスの有無を確認

する検査。

ＰＣＲ検査

　ウイルスの特徴的なタンパク質を検出（測定）して

ウイルスの有無を確認する検査。

抗原検査

語 句 説 明

　社会のあらゆる分野において、2020年（令和２

年）までに指導的地位に女性が占める割合を少なくと

も30％程度とする国の目標。

２０２０３０（にいまるにいまるさんまる）

　平成27年度からの８年

間を計画期間とする、本

市における男女共同参画

推進施策を総合的かつ計

画的に実施するための計

画。令和４年度までに管

理的職業従事者に占める

女性の割合30％達成等の

目標を定めている。

第３次静岡市
男女共同参画行動計画

語 句 説 明

答 

弁

現
清
水
庁
舎
の
耐
震
設
計

　

現
清
水
庁
舎
に
お
い
て
旧
耐
震
基
準
で
設
計
さ
れ
た
部
分
は
ど

こ
か
。
該
当
部
分
が
な
い
場
合
は
、
新
耐
震
基
準
に
要
求
さ
れ
る

大
地
震
に
耐
え
う
る
設
計
に
よ
り
建
設
さ
れ
た
と
判
断
し
て
よ
い
か
。

　
　
　
　

現
清
水
庁
舎
は
新
耐
震
基
準
施
行
日
以
前
に
工
事
着

手
し
て
い
た
が
、
当
時
、
旧
耐
震
基
準
に
必
要
な
許
容
応
力
度

計
算
を
、
新
耐
震
基
準
に
よ
る
許
容
応
力
度
計
算
で
行
っ
て
い

た
た
め
、
旧
耐
震
基
準
で
設
計
さ
れ
た
部
分
は
な
い
。

　

新
耐
震
基
準
で
は
許
容
応
力
度
計
算
に
加
え
、
大
規
模
の
地

震
動
で
倒
壊
・
崩
壊
し
な
い
こ
と
を
検
証
す
る
保
有
水
平
耐
力

計
算
等
の
２
段
階
で
計
算
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
が
、
現
庁
舎

は
保
有
水
平
耐
力
計
算
等
を
行
っ
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
当
時

の
超
高
層
建
築
物
の
設
計
に
用
い
ら
れ
て
い
た
解
析
を
任
意
に

行
っ
た
た
め
、
大
地
震
で
も
建
物
の
機
能
に
は
支
障
が
生
じ
な

い
建
物
と
し
て
建
設
さ
れ
た
と
推
察
す
る
。

　
質
問
者
　
風
間
　
重
樹
（
創
生
静
岡
）

PCR検査の様子清水区役所期日前投票所

入江岡入江岡

桜橋桜橋

新清水新清水

静岡市立清水

第二中学校・
清水岡小学校

静岡市立清水

第二中学校・
清水岡小学校

記念塔
通り

記念塔
通り

静岡市役所
清水庁舎
静岡市役所
清水庁舎

静岡市立清水

　桜が丘高校

静岡市立清水

　桜が丘高校

197

197

清水
桜が丘公園
清水
桜が丘公園

JCHO
桜ヶ丘病院
JCHO
桜ヶ丘病院

静岡市立清水

浜田小学校

静岡市立清水

浜田小学校

巴
川

巴
川
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◇
一
般
会
計

◇
公
営
企
業
会
計

○
令
和
２
年
度
静
岡
市

　

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

主

な

議

案
　

９
月
定
例
会
で
審
議
し
た
主
な

議
案
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

令
和
元
年
度
決
算

決
算
額
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

　

事
業
の
見
直
し
に
伴
う
減
額
の

主
な
も
の
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

※
表
中
の
金
額
は
、
千
円
未
満
を
切
り
捨
て
て
い
る
た
め
、

　

差
引
等
が
一
致
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

令
和
２
年
度
補
正
予
算

▼議案一覧

▼補正予算の概要

事業名

１

２

３

新型コロナウイルス感染症の

影響により中止・縮小を発表した事業

新型コロナウイルス感染症の

影響により実施が困難な事業

事業の状況や事業成立性を再検証し

中止・縮小と判断した事業

･大道芸ワールドカップ開催補助金

･海水浴場維持管理事業 など

･ＳＤＧｓ推進事業（ＴＧＣしずおか）

･清水港ポートセールス事業 など

･交通量調査（交通・道路）

･日本一おいしい学校給食（わくわく給食） など

△188,889

△127,574

△399,978

主な概要 金額  （千円）

　

今
回
の
補
正
予
算
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
対
す
る
追
加
対
策
に
要
す
る
経

費
な
ど
の
増
額
を
計
上
す
る
と
と
も
に
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
踏
ま
え
て

実
施
し
た
事
業
見
直
し
に
伴
う
減
額
を
計
上

し
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
補
正
予
算
の
総
額
は
、

７
４
億
１
，０
７
8
万
4
千
円
の
増
額
と
な
り

ま
し
た
。
補
正
額
を
加
え
た
累
計
予
算
額
は
、

４
，１
３
５
億
７
，０
８
２
万
7
千
円
で
す
。

歳入総額 ①

歳出総額 ②

歳入歳出差引額 ③＝①－②

翌年度へ繰り越すべき財源 ④

実質収支 ③－④

323,357,635

315,391,616

7,966,019

2,878,082

5,087,937

増減率（％）令和元年度決算額Ａ

314,526,000

306,399,122

8,126,877

2,805,481

5,321,395

8,831,635

8,992,493

△160,858

72,600

△233,458

2.8

2.9

△2.0

2.6

△4.4

平成30年度決算額Ｂ 増減額Ａ－Ｂ

（単位：千円）

総収益 ①

総費用 ②

損益 ③＝①－②

①のうち収支不足補填のための一般会計補助金 ④

実質損益 ③－④

12,663,669

12,658,260

5,408

1,880,000

△1,874,591

病院事業会計

9,986,672

8,820,517

1,166,155

ー

1,116,155

21,219,447

20,114,977

1,104,470

ー

1,104,470

水道事業会計 下水道事業会計

常 

任 

委 

員 

長 

報 

告
　

各
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
等
の
審
査
結
果
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
常
任
委
員
長
が
報
告
し
ま
し
た
。
各
常
任
委
員
長
報
告
に
お
け
る
委
員

の
主
な
意
見
や
要
望
は
次
の
と
お
り
で
す
。

※
職
員
健
康
管
理
事
業
で
は
、
精
神
疾
患
で
休
職
し
て

　

い
る
職
員
に
対
す
る
丁
寧
な
対
応
や
、
悩
み
や
ス
ト
レ

　

ス
を
抱
え
て
い
る
職
員
の
早
期
発
見
な
ど
、メ
ン
タ
ル

　

ヘ
ル
ス
対
策
に
力
を
入
れ
る
こ
と
。

※
今
後
の
財
政
運
営
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
大

　

変
厳
し
い
状
況
に
な
る
た
め
、
選
択
と
集
中
を
図
り

　

な
が
ら
新
年
度
の
予
算
編
成
に
取
り
組
む
こ
と
。

※
市
税
の
賦
課
徴
収
業
務
に
つ
い
て
、
し
っ
か
り
と
し
た

　

組
織
体
制
で
市
税
の
収
納
率
向
上
に
取
り
組
み
、
目

　

標
値
を
上
回
る
状
況
が
続
い
て
い
る
こ
と
を
評
価
す

　

る
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
厳
し
い
状
況
に
あ
る

　

が
、
成
果
を
生
か
し
て
更
な
る
滞
納
整
理
に
努
め
る

　

こ
と
。

※
行
政
サ
ー
ビ
ス
利
便
性
向
上
事
業
で
は
、
行
政
の
デ

　

ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て
、
国
の
事
業
を
注
視
し
な
が
ら
市

　

の
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
、
専
門
職
員
の
確
保
や
外
部
人

　

材
の
登
用
な
ど
を
行
う
こ
と
。
ま
た
、
高
齢
者
な
ど
も

　

含
め
、
誰
も
が
利
用
し
や
す
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努

　

め
る
こ
と
。

※
新
清
水
庁
舎
周
辺
の
賑
わ
い
づ
く
り
に
お
け
る
民
間

　

施
設
の
誘
致
に
つ
い
て
は
、
市
の
関
係
部
局
と
共
に
県

　

な
ど
と
連
携
し
た
新
た
な
推
進
体
制
を
検
討
す
る
こ

　

と
。

※
清
水
庁
舎
の
移
転
に
つ
い
て
、
必
要
に
応
じ
て
改
め
て

　

検
討
会
な
ど
を
設
け
、
新
清
水
庁
舎
建
設
基
本
構
想

　

や
基
本
計
画
の
見
直
し
も
含
め
た
総
合
的
な
再
検
討

　

を
行
う
こ
と
。

※
市
民
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
持
続
可
能
な
救
急
医

　

療
体
制
を
短
期
・
中
長
期
そ
れ
ぞ
れ
の
角
度
か
ら
構

　

築
す
る
こ
と
。
あ
わ
せ
て
、
２
次
救
急
医
療
に
お
い
て

　

静
岡
地
域
の
病
院
が
清
水
地
域
の
救
急
業
務
を
担

　

う
「
広
域
日
」
を
減
ら
す
べ
く
、
引
き
続
き
努
力
す
る

　

こ
と
。

※
災
害
時
に
援
護
を
必
要
と
す
る
方
の
情
報
を
名
簿
に

　

し
て
提
供
す
る
災
害
時
要
援
護
者
避
難
支
援
推
進

　

事
業
に
つ
い
て
、い
か
に
安
全
に
避
難
す
る
か
が
大
切

　

で
あ
る
た
め
、
名
簿
を
活
用
し
た
避
難
訓
練
を
行
う

　

な
ど
、
生
き
た
名
簿
と
な
る
よ
う
に
尽
力
す
る
こ
と
。

※
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
、
待
機
児
童
数
が
減

　

少
し
た
こ
と
は
評
価
で
き
る
が
、コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
支

　

援
員
の
負
担
は
確
実
に
増
加
し
て
い
る
た
め
、
児
童
ク

　

ラ
ブ
の
持
続
的
な
健
全
運
営
を
実
現
す
べ
く
、
市
が

　

積
極
的
に
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
こ
と
。

※
子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て
、
教
育
委
員
会
や
関
連

　

機
関
と
連
携
を
密
に
し
、
子
ど
も
た
ち
の
わ
ず
か
な
サ

　

イ
ン
も
見
逃
さ
な
い
体
制
づ
く
り
や
、
学
び
た
い
意
欲

　

の
あ
る
子
ど
も
た
ち
を
し
っ
か
り
支
え
る
た
め
の
学
習

　

支
援
事
業
の
更
な
る
拡
充
を
図
る
こ
と
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
抗
原
検
査
の
自
己
負
担
額
助

　

成
に
つ
い
て
、
各
診
療
所
で
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
の
同

　

時
検
査
が
可
能
と
な
り
、
患
者
の
み
な
ら
ず
医
療
従

　

事
者
の
負
担
軽
減
に
も
繋
が
る
も
の
で
あ
る
た
め
、よ

　

り
多
く
の
医
療
機
関
に
協
力
し
て
も
ら
え
る
よ
う
働

　

き
か
け
る
こ
と
。

※
歴
史
文
化
施
設
の
事
業
再
開
を
地
域
経
済
の
活
性

　

化
に
つ
な
げ
る
よ
う
期
待
す
る
。
ま
た
、
歴
史
文
化
施

　

設
の
常
設
展
示
な
ど
を
活
用
し
、
今
川
義
元
公
生
誕

　

５
０
０
年
祭
事
業
に
続
き
、
今
川
義
元
公
の
功
績
を

　

広
く
発
信
す
る
こ
と
。

※
日
本
平
動
物
園
は
、種
の
保
存
の
た
め
、
国
内
の
動
物

　

園
で
飼
育
さ
れ
て
い
る
全
て
の
レ
ッ
サ
ー
パ
ン
ダ
の
血

　

統
管
理
を
担
っ
て
い
る
こ
と
を
積
極
的
に
発
信
す
る

　

な
ど
、
動
物
福
祉
と
い
う
新
た
な
概
念
で
日
本
平
動

　

物
園
の
新
し
い
あ
り
方
を
引
き
続
き
追
求
す
る
こ
と
。

※
若
者
の
地
元
就
職
・
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
就
職
促
進
事
業

　

で
は
、
市
外
に
転
出
し
、
そ
の
後
市
内
の
企
業
に
就
職

　

し
た
若
者
の
デ
ー
タ
な
ど
具
体
的
な
数
値
を
用
い
て

　

事
業
を
推
進
す
る
こ
と
。

※
駿
州
の
旅
日
本
遺
産
推
進
事
業
に
つ
い
て
、
本
市
と

　

藤
枝
市
に
点
在
す
る
文
化
遺
産
に
ス
ト
ー
リ
ー
性
を

　

持
た
せ
る
よ
う
、
駿
州
日
本
遺
産
推
進
協
議
会
で
議

　

論
を
行
い
、
訪
れ
る
人
が
ま
ち
歩
き
を
楽
し
め
る
事

　

業
に
す
る
こ
と
。

※
モ
バ
イ
ル
決
済
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
た
地
元
消
費
拡

　

大
促
進
事
業
に
つ
い
て
、
事
業
の
周
知
方
法
や
、モ
バ

　

イ
ル
決
済
に
不
慣
れ
な
世
代
へ
の
対
応
策
を
検
討
す

　

る
こ
と
。
ま
た
、
他
の
自
治
体
の
取
組
等
も
研
究
し
、

　

消
費
拡
大
に
つ
な
が
る
取
組
を
行
う
こ
と
。

※
消
防
団
員
確
保
対
策
事
業
で
は
、
機
能
別
団
員
制
度

　

の
充
実
や
広
報
活
動
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
福
利

　

厚
生
の
充
実
も
様
々
な
角
度
か
ら
検
討
す
る
こ
と
。

　

私
た
ち
の
生
活
の
根
幹
を
支
え
る
た
め
、
多
く
の
業
務

　

を
担
っ
て
い
る
消
防
団
員
を
し
っ
か
り
支
え
る
こ
と
。

※
消
防
団
行
事
に
つ
い
て
、コ
ロ
ナ
の
影
響
で
中
止
等
と

　

な
っ
て
い
る
が
、
実
施
可
能
な
も
の
や
必
要
な
会
議
等

　

は
様
々
な
対
策
を
講
じ
た
上
で
実
施
を
検
討
す
る
こ

　

と
。
ま
た
、
実
施
や
参
加
が
で
き
な
い
こ
と
で
、
団
員
の

　

士
気
が
下
が
る
こ
と
の
な
い
よ
う
対
策
す
る
こ
と
。

※
水
運
用
計
画
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
し
ず
お
か
水
ビ
ジ

　

ョ
ン
を
は
じ
め
、
全
体
の
計
画
を
分
か
り
や
す
く
市
民

　

に
示
す
こ
と
。
ま
た
、
水
ビ
ジ
ョ
ン
や
中
期
計
画
な
ど

　

確
実
に
実
施
す
る
こ
と
。

※
上
下
水
道
の
広
報
の
充
実
に
つ
い
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

　

ト
を
用
い
た
広
報
活
動
な
ど
新
し
い
生
活
様
式
に
合
っ

　

た
広
報
に
努
め
る
こ
と
。
ま
た
、
生
活
に
な
く
て
は
な

　

ら
な
い
一
方
、
あ
っ
て
当
た
り
前
と
思
わ
れ
る
上
下
水

　

道
の
取
組
や
対
策
の
Ｐ
Ｒ
が
大
事
で
あ
り
、
市
民
一
人

　

一
人
が
、
静
岡
の
水
の
お
い
し
さ
や
水
道
の
大
切
さ
を

　

感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
広
報
に
努
め
る
こ
と
。

※
上
下
水
道
事
業
の
経
営
は
、
人
口
減
少
や
維
持
管
理

　

コ
ス
ト
増
な
ど
様
々
な
問
題
が
あ
る
が
、
危
機
管
理
の

　

強
化
、
管
施
設
の
効
率
的
な
運
用
、
お
客
様
サ
ー
ビ
ス

　

の
向
上
や
市
民
に
信
頼
さ
れ
る
経
営
の
確
立
に
引
き

　

続
き
取
り
組
む
こ
と
。

※
北
街
道
線
魅
力
空
間
創
出
事
業
に
つ
い
て
、
北
街
道

　

は
駿
府
城
公
園
や
市
民
文
化
会
館
な
ど
へ
つ
な
が
る

　

重
要
な
路
線
か
つ
多
く
の
店
舗
に
よ
り
商
店
街
を
形

　

成
す
る
エ
リ
ア
で
あ
る
た
め
、「
歩
い
て
楽
し
い
ま
ち
づ

　

く
り
」
を
目
指
し
た
事
業
を
推
進
す
る
こ
と
。
ま
た
、

　

空
き
店
舗
対
策
等
の
将
来
を
見
越
し
た
検
討
を
関

　

係
部
局
と
連
携
し
て
行
う
こ
と
。

※
特
定
空
家
に
つ
い
て
は
、
法
律
上
の
手
続
き
に
時
間
が

　

か
か
る
こ
と
は
理
解
で
き
る
が
、
倒
壊
等
の
危
険
や
衛

　

生
上
著
し
く
有
害
と
な
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
周
辺
住

　

民
の
た
め
に
も
迅
速
に
対
応
す
る
こ
と
。

※
道
路
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
、
市
民
か
ら
道
路
の
不
具

　

合
を
通
報
し
て
も
ら
う
た
め
、ス
マ
ホ
な
ど
の
ア
プ
リ

　

を
活
用
し
た
仕
組
み
な
ど
を
検
討
す
る
こ
と
。
ま
た
、

　

経
費
削
減
に
つ
な
が
る
道
路
照
明
等
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に

　

積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
。

※
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業
に
つ
い
て
、
県
の
事
業
で
は

　

あ
る
が
、
市
と
し
て
も
対
象
区
域
の
住
民
へ
の
居
住
誘

　

導
な
ど
の
考
え
方
も
含
め
、
様
々
な
方
向
か
ら
対
応

　

策
を
検
討
す
る
こ
と
。

※
地
域
公
共
交
通
事
業
継
続
運
行
支
援
事
業
に
つ
い
て
、

　

生
活
の
根
幹
を
支
え
る
移
動
支
援
は
市
民
が
快
適
に

　

暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
重
要
な
取
組
で
あ
る
た
め
、
引

　

き
続
き
公
共
交
通
の
利
便
性
向
上
に
努
め
る
こ
と
。

※
自
治
会
等
は
、
加
入
率
の
低
下
や
コ
ロ
ナ
禍
で
の
地
域

　

活
動
の
保
持
に
深
く
悩
ん
で
い
る
た
め
、
住
民
自
治

　

組
織
の
活
動
に
対
し
て
は
、
自
助
・
共
助
・
公
助
の
観

　

点
か
ら
、
時
代
に
合
っ
た
分
か
り
や
す
い
支
援
を
す
る

　

こ
と
。

※
市
役
所
の
顔
で
あ
る
窓
口
業
務
で
は
、
職
員
の
接
客

　

ス
キ
ル
を
磨
き
親
し
み
の
あ
る
区
役
所
を
目
指
す
と

　

と
も
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
更
な
る
業
務
の
効
率

　

化
を
推
進
す
る
こ
と
。

※
清
水
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
建
設
事
業
及
び
新
最
終
処
分

　

場
整
備
事
業
に
つ
い
て
、
市
全
体
の
廃
棄
物
処
理
、
ご

　

み
処
理
に
問
題
が
生
じ
な
い
よ
う
計
画
を
推
進
す
る

　

こ
と
。
ま
た
、
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

　

メ
ー
カ
ー
等
の
生
産
者
を
巻
き
込
ん
だ
取
組
に
尽
力

　

す
る
こ
と
。

※
こ
こ
ろ
の
教
育
支
援
事
業
に
つ
い
て
、い
じ
め
を
受
け

　

た
児
童
生
徒
や
不
登
校
の
児
童
生
徒
の
数
が
減
る
よ

　

う
、
教
育
委
員
会
と
し
て
抜
本
的
な
対
策
を
講
じ
る

　

こ
と
。
ま
た
、コ
ロ
ナ
禍
で
休
校
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
精

　

神
的
に
不
安
を
抱
え
て
い
る
子
ど
も
た
ち
を
、
教
員

　

が
観
察
力
を
高
め
、
持
続
し
て
見
守
る
こ
と
。

※
学
習
用
情
報
端
末
の
購
入
に
つ
い
て
、
端
末
の
使
用

　

方
法
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
等
、
教
員
の
支
援
体
制
を
整
え

　

る
こ
と
。
あ
わ
せ
て
、
大
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
設
置
や
Ｉ
Ｃ

　

Ｔ
支
援
員
の
配
置
等
に
よ
り
、
各
校
に
教
育
格
差
が

　

生
じ
な
い
よ
う
環
境
を
整
え
る
こ
と
。

総
務
委
員
会

観
光
文
化
経
済
委
員
会

企
業
消
防
委
員
会

厚
生
委
員
会

都
市
建
設
委
員
会

市
民
環
境
教
育
委
員
会

　

そ
の
他
、
歴
史
文
化
施
設
建
設
事
業
に

係
る
継
続
費
の
変
更
、
海
洋
文
化
施
設
整

備
事
業
及
び
新
清
水
庁
舎
整
備
事
業
に
係

る
債
務
負
担
行
為
を
廃
止
し
ま
し
た
。
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件　名

会派名
議
決
結
果

自
民
党

志
政
会

公
明
党

創
生
静
岡

共
産
党

緑
の
党

元年度
決算

令和元年度静岡市一般会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ × × 認定

令和元年度静岡市電気事業経営記念基金会計歳入歳出
決算の認定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

令和元年度静岡市土地区画整理清算金会計歳入歳出決
算の認定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

令和元年度静岡市母子・父子・寡婦福祉資金貸付金会計
歳入歳出決算の認定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

令和元年度静岡市公債管理事業会計歳入歳出決算の認
定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

令和元年度静岡市競輪事業会計歳入歳出決算の認定に
ついて

○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

令和元年度静岡市国民健康保険事業会計歳入歳出決算
の認定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

令和元年度静岡市簡易水道事業会計歳入歳出決算の認
定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

令和元年度静岡市農業集落排水事業会計歳入歳出決算
の認定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

令和元年度静岡市駐車場事業会計歳入歳出決算の認定
について

○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

令和元年度静岡市介護保険事業会計歳入歳出決算の認
定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

令和元年度静岡市介護保険サービス会計歳入歳出決算
の認定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

令和元年度静岡市中央卸売市場事業会計歳入歳出決算
の認定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

令和元年度静岡市後期高齢者医療事業会計歳入歳出決
算の認定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

令和元年度静岡市立静岡病院事業債管理事業会計歳入
歳出決算の認定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

令和元年度静岡市病院事業会計決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

令和元年度静岡市水道事業会計決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

令和元年度静岡市下水道事業会計決算の認定について ○ ○ ○ ○ × ○ 認定

２年度
補正
予算

令和２年度静岡市一般会計補正予算（第６号） ○ ○ ○ ○ × ○ 可決

令和２年度静岡市国民健康保険事業会計補正予算（第２号）○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

令和２年度静岡市介護保険事業会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

件　名

会派名 議
決
結
果

自
民
党

志
政
会

公
明
党

創
生
静
岡

共
産
党

緑
の
党

２年度
補正
予算

令和２年度静岡市中央卸売市場事業会計補正予算
（第１号）

○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

令和２年度静岡市後期高齢者医療事業会計補正予算
（第１号）

○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

令和２年度静岡市病院事業会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

条例の
制定

静岡市新型コロナウイルス感染症経済変動対策資金特
別利子助成基金条例の制定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

静岡市あさはた緑地交流広場条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

条例の
一部
改正

静岡市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関
する基準を定める条例等の一部改正について

○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

静岡市駿府城ラン・アンド・リフレッシュステーション条例
の一部改正について

○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

静岡市児童館条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

静岡市児童発達支援センター条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

静岡市工芸と歴史の体験施設「駿府匠宿」条例の一部改
正について

○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

静岡市都市公園条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

その他
の議案

あっせんの申立てについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

学習用情報端末の購入について ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

工事請負契約の締結について ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

市道路線の廃止について（大谷改良区21号線） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

市道路線の変更について（大谷改良区19号線ほか2路
線）

○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

市道路線の認定について（羽鳥六丁目5号線ほか6路
線）

○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

令和元年度静岡市水道事業会計未処分利益剰余金の処
分について

○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

令和元年度静岡市下水道事業会計未処分利益剰余金の
処分について

○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

人事
案件

人権擁護委員の推薦について ○ ○ ○ ○ ○ ○ 賛成

議員
提出
議案

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急
激な悪化に対し地方税財源の確保を求める意見書

○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

国土強靭化の充実・強化を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

9月定例会提出議案の会派別賛否一覧
（○=賛成、×=反対）

9月定例会で審議した市長提出議案41件、議員提出議案2件の審議結果は、次のとおりです。

自民党（24人）、志政会（７人）、公明党（６人）、創生静岡（４人）、共産党（３人）、緑の党（１人）

　

令
和
２
年
８
月
臨
時
会
を
８
月
３
日
か
ら
７
日
ま
で
の

５
日
間
の
日
程
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
臨
時
会
は
、
市
民
か
ら
地
方
自
治
法
の
規
定
に
基
づ

き
請
求
が
あ
っ
た
「
静
岡
市
清
水
庁
舎
の
移
転
新
築
計
画

に
関
す
る
住
民
投
票
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
」
の
議
案
を
審

議
す
る
た
め
、
市
長
が
招
集
し
ま
し
た
。
市
長
の
意
見
が
付

さ
れ
た
議
案
を
審
議
し
た
結
果
、
賛
成
少
数
に
よ
り
否
決

と
な
り
ま
し
た
。

地
方
自
治
法

第
七
十
四
条　

普
通
地
方
公
共
団
体
の
議
会
の

議
員
及
び
長
の
選
挙
権
を
有
す
る
者
（
以
下
こ
の

編
に
お
い
て
「
選
挙
権
を
有
す
る
者
」
と
い
う
。
）

は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
総
数

の
五
十
分
の
一
以
上
の
者
の
連
署
を
も
つ
て
、
そ

の
代
表
者
か
ら
、
普
通
地
方
公
共
団
体
の
長
に
対

し
、
条
例
（
地
方
税
の
賦
課
徴
収
並
び
に
分
担
金
、

使
用
料
及
び
手
数
料
の
徴
収
に
関
す
る
も
の
を

除
く
。
）
の
制
定
又
は
改
廃
の
請
求
を
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

②　

（
略
）

③　

普
通
地
方
公
共
団
体
の
長
は
、
第
一
項
の
請

求
を
受
理
し
た
日
か
ら
二
十
日
以
内
に
議
会
を

招
集
し
、
意
見
を
付
け
て
こ
れ
を
議
会
に
付
議

し
、
そ
の
結
果
を
同
項
の
代
表
者
（
以
下
こ
の
条

に
お
い
て
「
代
表
者
」
と
い
う
。
）
に
通
知
す
る
と

と
も
に
、
こ
れ
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

④　

議
会
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
付
議
さ
れ
た

事
件
の
審
議
を
行
う
に
当
た
つ
て
は
、
政
令
で
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
代
表
者
に
意
見
を
述
べ
る

機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

８月臨時会の議

案と会議録は

こちらからご覧

いただけます。

8月臨時会で審議した市長提出議案１件の審議結果は、次のとおりです。

静岡市清水庁舎の移転新築計画に

関する住民投票条例の制定について

会派名

件　名

否決○○○×××

議
決
結
果

自
民
党

志
政
会

公
明
党

共
産
党

緑
の
党

創
生
静
岡

議案上程、委員長報告、
討論、表決

本会議
（閉会）

本会議
（開会）

総務委員会

総務委員会

会期決定、議案上程、説明、
質疑、委員会付託

委員会の運営について

提案理由説明、請求代表者の
意見表明、質疑、意見・要望、
討論、採決

8月3日

8月4日

8月7日

8
月
臨
時
会
の
あ
ら
ま
し

▼会議録検索

▼議案

８
月
臨
時
会
の
日
程

臨
時
会
の
様
子

議案に付した意見の説明をする市長

８
月
3
日

本
会
議

審査結果を報告する総務委員長

８
月
７
日

本
会
議
（
最
終
日
）

８
月
４
日

総
務
委
員
会

総務委員会での審査の様子審査にあたり、意見を述べる請求代表者

〜
清
水
庁
舎
移
転
新
築
計
画
に
関
す
る
住
民
投
票
条
例
に
つ
い
て
審
議
〜

游游



2020.12.1（6）ここからは「市議会だより」です。裏面からご覧ください。

議

員

研

修

会

　

市
議
会
で
は
、
議
員
の
政
策
立
案
能
力
の
一
層
の
向
上
を
目

指
し
て
、
議
員
研
修
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

９
月
17

日
に
開
催
し
た
研
修
会
で
は
、シ
テ
ィ
エ
フ
エ
ム
静
岡

の
人
気
ラ
ジ
オ
番
組
で
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
を
務
め
る
松
村
龍
夫

（
ま
つ
む
ら
た
つ
お
）
氏
を
講
師
に
迎
え
、「
欲
望
の
資
本
主
義 

〜
人
と
し
て 

社
会
人
と
し
て 

親
と
し
て 

い
か
に
生
き
る
べ
き

か
〜
」
と
題
し
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
松
村
氏
の
様
々
な
経
験
か
ら
、
現
代
経
済
学
の

現
状
や
、
リ
ー
ダ
ー
の
在
り
方
、
ま
た
、
市
民
の
た
め
に
何
が
で

き
る
か
、
前
例
に
と
ら
わ
れ
ず
に
業
務
を
進
め
る
こ
と
が
大
切

と
い
っ
た
多
岐
に
渡
る
分
野
の
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

静
岡
市
議
会
で
は
、
研
修
会
等
で
学
ん
だ
知
見
を
生
か
し
、

引
き
続
き
市
議
会
で
の
議
論
・
検
討
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

公
職
選
挙
法
の
規
定
に
よ
り
、
議
員
が
年

賀
状
な
ど
の
挨
拶
状
を
出
す
こ
と
は
制
限

さ
れ
て
お
り
ま
す
（
答
礼
の
た
め
の
自
筆
に

よ
る
も
の
は
除
く
）
。
そ
の
た
め
、
年
末
年
始

の
御
挨
拶
は
失
礼
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
同
法
で
は
、
議
員
か
ら
の
お
中
元

や
お
歳
暮
、
地
域
行
事
へ
の
寄
附
や
差
し
入

れ
な
ど
の
寄
附
行
為
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。
皆
様
の
御
理
解
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

市
議
会
議
員
か
ら
の
お
願
い

　静岡市議会の議員定数は「静

岡市議会の議員の定数及び各

選挙区において選挙すべき議

員の数に関する条例」により定

められています。静岡市議会の

議員定数は何人でしょうか。

（答えは左下）

～議員の定数～　

市議会クイズ市議会クイズ市議会クイズ市議会クイズ

　市議会では、市民の願いや市民生活の様々な課題を市政に反映させるため、活発な

議論をしています。「会議録」とはこうした市議会の議論の内容を詳しく記録した公文

書です。

　本会議、常任委員会、特別委員会などの会議録は市議会ホームページで公開していま

す。

　平成15年の合併後の会議録はもちろん、旧静岡市は平成３年から、旧清水市は平成

７年から合併までの会議録も公開しています。なお、旧市の会議録は本会議のみの掲載

です。

会議録検索システム
市議会会議録の検索、閲覧に御利用ください！

アクセスはこちら▶
https://www.city.shizuoka.shizuoka.dbsr.jp/index.php/

詳しくは、議事課までお問い合わせください。 ☎２２１ー１１５９

　本会議（定例会、臨
時会）、委員会名などか
ら調べる「会議名でさ
がす」や会議開催期間
を指定して調べる「期
間でさがす」などの機
能があります。

　
会
議
録
を
検
索
す
る
に
は
、
キ
ー
ワ
ー
ド
を
入
力
し
て
調
べ
る

「
こ
と
ば
で
さ
が
す
」
や
議
員
名
な
ど
を
選
択
し
て
調
べ
る
「
発
言

者
で
さ
が
す
」
な
ど
の
機
能
が
あ
り
ま
す
。

　「最近の会議録」リス
トから調べる方法や会
議でよく出てくることば
やよく検索されている
キーワードをまとめた
「注目のキーワード」も
御利用ください。

11月定例会の
お知らせ

※日程は変更になることがあります。

   （最新情報は、市議会ホームページでご確認ください。）

※議場・委員会室は市役所静岡庁舎本館にあります。

会期 25日間

月／日／曜日 会   議   名 場　　所

第２委員会室

議　　　  場

第２委員会室

第１委員会室

第３委員会室

第２委員会室

第１委員会室

第３委員会室

第２委員会室

議           場

議           場

議           場

議　　　  場

議　　　  場

議会運営委員会

本会議

観光文化経済委員会

厚生委員会

都市建設委員会

企業消防委員会

総務委員会

市民環境教育委員会

議会運営委員会

議案説明会

本会議（総括質問）

本会議（総括質問）

本会議

本会議（総括質問）

議会運営委員会 第２委員会室

17日（木）

18日（金）

8日（火）

9日（水）

11月10日（火）

13日（金）

4日（金）

3日（木）

11月24日（火）

12月2日（水）

30日（月）

「マリンパル」(76.3MHz)
令和2年12月7日(月)～11日(金)
　　　　　　午後８時から９時まで

総括質問
ダイジェスト版放送

令和２年11月定例会号は令和3年2月１日発行予定です。

市議会だより発行

「ＦＭ－Ｈｉ！」(76.9MHz) 
令和2年12月14日(月)～18日(金)
　　　　　　午後８時から９時まで

※日程は、変更になる場合があります。

11月定例会について、下記の日程でコミ
ュニティFMラジオ局での放送を予定して
います。

静岡市議会 検索

静岡市議会事務局

静岡市議会ホームページアドレス

https://www.city.shizuoka.lg.jp/000_000260.html

〒420ー8602　静岡市葵区追手町5番1号
議会総務課　1（054）221ー1158
議　事　課　1（054）221ー1159
調査法制課　1（054）221ー1481
  　　（編集元）   FAX 251ー9213

市民の皆さんに親しまれる市議会だよりを目指しています。
お気軽にご意見・ご感想をお寄せください。


